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主な内容 

 
◆活動報告 
  ◇ 北陸産業活性化フォーラム 他 
◆事業紹介 

◇ 2020 年度 経済産業省「地域企業イノベーション支援事業」他  
◆その他 

◇ 賛助会員紹介 他 

 
セーレン㈱（福井市）では、新しい生活様式に対応すべく、独自の複合抗ウイルス技術により付着したウイルス
を 99％以上減少※する新開発の高性能抗ウイルスフィルターと同社の繊維技術を活かした快適な着け心地と飛
沫の拡散を抑える高い伸縮性素材により、ウイルス対策と着⽤感を両⽴する高性能抗ウイルスマスク「BYERUS」
を開発しました。[写真提供︓セーレン㈱] 
 
※すべてのウイルスで検証されているものではありません。フィルター素材の検証データでありマスク全体の性能を示すものではありません。 

マスクは感染を完全に防ぐものではありません。（広島大学、日本繊維製品品質技術センター調べ） 
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教授・医師のディーン・オーニッシュ氏は、遺伝子だけで

は運命は決まらない。生活習慣を改善することは、遺伝子

レベルでの変化をもたらすと言っています。 

日本一の⻑寿の県は男性が滋賀県、⼥性が⻑野県。一方、

最短命県は男⼥とも⻘森県です。⻘森県は朝からカップラ

ーメンや漬物を食べているとか、短命な上にガンの死亡率

も全国最悪だと言われ、健康上の問題・課題がかなりあり

ます。逆に、研究的には課題が集約した地域だという捉え

方ができますので、そこで得られたノウハウはいろんなと

ころに応用できると考えています。よくイノベーションは

辺境や逆境から生まれると言われていますので、

課題先進地域の⻘森県だからこそ、イノベーティ

ブな知⾒が生み出せるんだという考え方でやっ

ています。 

寿命の都道府県ランキングを 10 年ぐらいの推移

で⾒ると、かつて 1 位だった沖縄県が下がり、20

番から 30 番だった⻑野県や滋賀県が頑張って上

がっています。遺伝的な影響も当然あるわけです

けども、それだけではない要素がかなり影響する

からちゃんと努⼒して変わるということをある

意味示しているわけです。⻑野県の場合、保

健補導員がいて、健康について教え合う文化

が根付いていますし、有業率も日本で一番で

す。全国の健康寿命格差が広がっていますが、

特に 65 歳以上の有業率が男性の健康寿命に

正の影響を与えていると言われています。 

 

■ＣＯＩ（Center of innovation）プロジェ

クトについて 

私たちのプロジェクトは、第 1 回日本オープ

ンイノベーション大賞『内閣総理大⾂賞(最

⾼賞)』、第 7 回プラチナ大賞『大賞・総務大⾂賞(最⾼賞)』、

最近では、イノベーションネットアワード 2020『文部科

学大⾂賞』、第 1 回アジア健康⻑寿イノベーション賞『国

内優秀事例賞』を受賞しています。 

プロジェクトの全体像ですが、健常人のビッグデータをベ

ースにして、AI などを駆使して発症予測メカニズムを解

明し、一連のシステムの仕組みを考えていくことが骨格に

なっています。 

取り組みの特徴としては、「岩木健康増進プロジェクト」

「健やか⼒推進センター」「QOL 検診」の三つの戦略的な

 

 
 

【基調講演】  

「健康ビッグデータ(BD)活用による「寿命革命」の実現 

  －ニューノーマル時代の未来型ヘルスケアサービスの追求－」 

    弘前大学健康未来イノベーションセンター 

                 (COI 研究推進機構) / COI 副拠点⻑・教授  村 下 公 一 氏    

 

本日は、私が取り組んでいる政府のＣＯＩ（Center of 

innovation）プロジェクトで、弘前の取り組みついてご紹

介いたします。医療や健康などのライフ分野は、これから

の成⻑分野ということで注目されているわけですが、その

中でも AI やビッグデータというキーワードが非常に注目

を浴びています。そういう分野で今使っているデータのほ

とんどは、病気になったときの医療データを扱って分析し

てることが多いのですが、我々のプロジェクトが決定的に

違うポイントは、病気になる前の健常人の方の超多項目の

ビッグデータを扱っていることです。世界的にもここにし

かないんじゃないかって言われており、それを AI など最

先端のいろんな科学技術を駆使して、病気にならないため

にはどうすればよいのかというところに主軸を置いて研

究を進めております。 

■⻑寿社会の要因について 

日本人の平均寿命は、⼥性 87.45 歳、男性 81.41 歳と世

界的に⾒てもかなり⻑寿です。65 歳以上がすでに 3600

万人です。2025 年には 75 歳以上が 2000 万人、認知症

の方も 700 万人を超えると言われています。日本の人口

が 12600 万人で、100 歳を超える人が既に 8 万人、1 年

前が 7 万人だったので、たった 1 年で 1 万人も増えてい

る状況です。110 歳を超えると一気に減りますが、日本は

断トツの⻑寿国と言えます。ここで少し⻑寿の秘密みたい

な話をしますが、これは我々が何でそういう活動をしてい

るかにも深く関わってきます。発達⼼理学者のスーザン・

ピンカー氏は、⻑寿の島をコホートで調べ、人と人のリア

ルな人間関係が病気や⽼化を防ぐバリアになっているよ

うだということを示しました。カルフォルニア大学の臨床

活動報告 2020.９〜2021.２ 
 

北陸産業活性化フォーラム 開催報告 

開 催 日︓ 2020 年 11 月 18 日（水） 

開催場所︓ ホテル日航⾦沢 ４階「鶴の間Ａ」 （⾦沢市本町 2-15-1）  ※オンライン同時開催 
主    催︓ 一般財団法人北陸産業活性化センター、北陸経済連合会 

特定非営利活動法人北陸ライフケアクラスター研究会、北陸マイクロナノプロセス研究会 

     ほくりく先端複合材研究会、ほくりく環境・バイオマス研究会、特定非営利活動法人 Team DiET  

後  援︓ 中部経済産業局電⼒･ガス事業北陸⽀局、⽯川県  

参加人数︓ 92 名（会場 44 名、オンライン 48 名）  

内  容︓ 今般、新型コロナウイルス対策として様々な取組みがなされており、私たちの健康意識も一層⾼まっていま

す。人生 100 年時代を前提とし、いつまでも明るく健康であり続ける社会の実現に向け『健康寿命の延伸・

健康⻑寿社会の実現』をテーマに開催しました。 
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入り始めました。 

我々のビッグデータは、4 層構

造になっており、一番上がゲ

ノムのデータ、2 番目が生理・

生化学データ、3 番目がライフ

スタイルのデータ、4 番目が社

会的環境のデータで、これら

すべてを網羅した 2000 から

3000 項目があるのが岩木ビ

ッグデータの最大の特徴で

す。 

どうしてこのようなデータが

必要かと言うと、一般的に健

康は、年齢や性や遺伝的な要因だけではなく、その人の置

かれている社会的環境までちゃんと⾒ないと健康は規定

できないと言われています。2005 年から始めて今年で 16

年目になりますが、⽥舎なので住⺠の移動は少ないのです

が、毎年検査をするリピーターに加え、新たな受診者の受

け入れもしています。標準的な項目は固定しますが、毎年

新たな検査項目も加えています。途中から加入した企業か

らの新たな検査項目の追加も可能としています。 

東京大学とコラボして経済的な分析をした例もあり、例え

ば脳卒中や冠動脈疾患などでも 200 億円くらいの医療費

が削減できたという予測も⽴っています。  

 

■ビッグデータの解析 

約 20 の疾患的なものに対する予測のアルゴリズムの解

明・予測モデルの開発を今やっています。まだまだ途上で

すが、多くの疾患においてかなりの精度で予測できるレベ

ルに達しました。膨大なデータ量でなくても、20 項目く

らいに絞っても同じような精度で予測できそうだという

目途も⽴ってきました。 

例えば糖尿病では、どういう因子が一番影響するのかとか、

どういう数字を超えると一番リスクが⾼まってくるのか

ということが分かってきました。そのリスクのスコアを問

題ないレベルまで下げるにはどうしたらよいか、さらには

最終的な予防につなげたいので、解明のポイントをどうし

たらよいかを掘り下げているところです。 

認知機能についても、60 歳を超えたころから MMSE(ミ

ニメンタルステート検査)のスコアが下がります。岩木の

データもメタアナリシスも一致しています。MCI という

認知症予備軍は、男性と⼥性では関連因子に違いが⾒られ

ました。農業従事者は睡眠障害率が低いことから、よい睡

眠をとることで認知機能が維持できるのではないかと仮

説が⽴ちます。睡眠障害の程度が強い人は糖質の摂取量が

多いということも分かってきました。これらを深堀りして

予防につなげる方法を東京医科⻭科大学と名古屋大学の

チームと一緒に考えています。今注目を浴びている腸内細

菌に関しては、岩木データでは 60 歳を過ぎた頃に菌種の

構成が多様性を増していることや、動脈硬化にいくつかの

 

仕掛けを地域・学域・職域それぞれのフィールドに対して

リアルに仕掛けていき、そこで得られた成果を最終的に世

界の健康づくりにまで発展させていこうと考えています。 

また、全体の体制としては、網羅的なライフステージに対

するアプローチを産学官⾦⺠や一般の市⺠の皆様と一緒

にやっているという特徴があり、学では弘前大学を中⼼に

多くの大学と連携し、産では中央や地元を含めた企業約

40 社と業種に関係なくテーマごとに一緒にやっています。

最初から今のような大きなコンソーシアムだったわけで

はなく、バックキャスティングという手法で常に計画を⾒

直しながら、計画に必要な企業に交渉して加わっていただ

いてきました。今ではブランド⼒や認知度が上がり、あり

がたいことに企業の方から進んで加わっていただけるよ

うになりました。 

また、各大学・地域の特徴・強みを活かした強⼒な多大学

間連携体制を構築し、ビッグデータとアルゴリズムを分け

ているのも特徴です。地方の大学で健康ビッグデータを収

集・蓄積し、旧帝大系のデータサイエンティストの先生方

と相互補完の関係で役割分担しながらコラボしており、ビ

ッグデータの解析は、京都大学や東京大学の医科学研究所

など多くの大学のメンバーとチームを作って一緒にやっ

ています。例えば、まだ研究段階ですが、京都大学の予測

モデルで 2000 から 3000 項目の中から、20 くらいの項

目に絞っても、8 割以上の確率で糖尿病が予測できるよう

になってきたり、東京大学の医科学研究所とは、生活習慣

を変えた場合に健康状態がどういう風に変わってくるの

かがシミュレーションできるようになってきました。これ

ができるとその人にあった健康プランが提案できます。キ

ャンパスでは、研究者同⼠の交流を活発にするため、企業

の方にも常駐していただきオープンイノベーション体制

を作っています。14 の企業との共同研究講座では、企業

に投資をしていただき基盤を作ってお互いの役割分担を

明確にして責任を持って⾏っています。 

次に、ビッグデータをどのように集めているかについてお

話しします。大きく 2 種類のデータを持っており、一つは

「大規模認知症コホート」で、通称 1 万人コホートと呼ば

れていますが、全国 8 箇所で共同研究しており、その約１

/4 の 2400 名の 65 歳以上を対象にしています。 

もう一つは、弘前 COI の真骨頂である「岩木健康増進プ

ロジェクト」です。今年度はコロナの影響でかなり規模を

縮小しましたが、通常年は、医療スタッフを 300 名くら

い配し、住⺠の方 100 名を連続 10 日間、約 1000 項目に

ついて時間をかけて検査をします。ユニークな検査項目と

しては、クラシエがマイクロスコープで指先の毛細血管か

ら冷えの状態を⾒たり、カゴメが⽪膚中のカロテノイド量

から野菜の摂取量を推計したり、花王が⽪脂の RNA を調

べて健康状態を推定したり、ライオンは口腔だけではなく

睡眠データをとったりしています。他にもハウスが味覚、

エーザイが嗅覚なども調べているので、コロナの感染を⾼

確率で予測できるのではないかという先生もいます。ファ

ンケルは理化学研究所とコラボして、⾼ BMI や生活関連

因子の悪化が⾃律神経活動の低下と関連していることを

確認しており、フレイル(加齢に伴う⾃律神経活動の低下)

の予兆・予防に向けた研究を進めています。 

「なぜ各企業がわざわざ弘前市まで来るのですか。」との

質問を受けます。例えば「水と生きる」をテーマとしてい

るサントリーは、水分摂取量のデータをここに持ち込むと、

他の 3000 項目の健康データとの関係を⾒ることができ

るというメリットがあります。それは、弘前市がデータ管

理委員会という制度・仕組みを作り、大学の基本的な研究

データと⾒事に共有し、共同で解析できる仕組みを作った

から可能となりました。これを契機に多くの企業が一気に
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入り始めました。 

我々のビッグデータは、4 層構

造になっており、一番上がゲ

ノムのデータ、2 番目が生理・

生化学データ、3 番目がライフ

スタイルのデータ、4 番目が社

会的環境のデータで、これら

すべてを網羅した 2000 から

3000 項目があるのが岩木ビ

ッグデータの最大の特徴で

す。 

どうしてこのようなデータが

必要かと言うと、一般的に健

康は、年齢や性や遺伝的な要因だけではなく、その人の置

かれている社会的環境までちゃんと⾒ないと健康は規定

できないと言われています。2005 年から始めて今年で 16

年目になりますが、⽥舎なので住⺠の移動は少ないのです

が、毎年検査をするリピーターに加え、新たな受診者の受

け入れもしています。標準的な項目は固定しますが、毎年

新たな検査項目も加えています。途中から加入した企業か

らの新たな検査項目の追加も可能としています。 

東京大学とコラボして経済的な分析をした例もあり、例え

ば脳卒中や冠動脈疾患などでも 200 億円くらいの医療費

が削減できたという予測も⽴っています。  

 

■ビッグデータの解析 

約 20 の疾患的なものに対する予測のアルゴリズムの解

明・予測モデルの開発を今やっています。まだまだ途上で

すが、多くの疾患においてかなりの精度で予測できるレベ

ルに達しました。膨大なデータ量でなくても、20 項目く

らいに絞っても同じような精度で予測できそうだという

目途も⽴ってきました。 

例えば糖尿病では、どういう因子が一番影響するのかとか、

どういう数字を超えると一番リスクが⾼まってくるのか

ということが分かってきました。そのリスクのスコアを問

題ないレベルまで下げるにはどうしたらよいか、さらには

最終的な予防につなげたいので、解明のポイントをどうし

たらよいかを掘り下げているところです。 

認知機能についても、60 歳を超えたころから MMSE(ミ

ニメンタルステート検査)のスコアが下がります。岩木の

データもメタアナリシスも一致しています。MCI という

認知症予備軍は、男性と⼥性では関連因子に違いが⾒られ

ました。農業従事者は睡眠障害率が低いことから、よい睡

眠をとることで認知機能が維持できるのではないかと仮

説が⽴ちます。睡眠障害の程度が強い人は糖質の摂取量が

多いということも分かってきました。これらを深堀りして

予防につなげる方法を東京医科⻭科大学と名古屋大学の

チームと一緒に考えています。今注目を浴びている腸内細

菌に関しては、岩木データでは 60 歳を過ぎた頃に菌種の

構成が多様性を増していることや、動脈硬化にいくつかの

 

仕掛けを地域・学域・職域それぞれのフィールドに対して

リアルに仕掛けていき、そこで得られた成果を最終的に世

界の健康づくりにまで発展させていこうと考えています。 

また、全体の体制としては、網羅的なライフステージに対

するアプローチを産学官⾦⺠や一般の市⺠の皆様と一緒

にやっているという特徴があり、学では弘前大学を中⼼に

多くの大学と連携し、産では中央や地元を含めた企業約

40 社と業種に関係なくテーマごとに一緒にやっています。

最初から今のような大きなコンソーシアムだったわけで

はなく、バックキャスティングという手法で常に計画を⾒

直しながら、計画に必要な企業に交渉して加わっていただ

いてきました。今ではブランド⼒や認知度が上がり、あり

がたいことに企業の方から進んで加わっていただけるよ

うになりました。 

また、各大学・地域の特徴・強みを活かした強⼒な多大学

間連携体制を構築し、ビッグデータとアルゴリズムを分け

ているのも特徴です。地方の大学で健康ビッグデータを収

集・蓄積し、旧帝大系のデータサイエンティストの先生方

と相互補完の関係で役割分担しながらコラボしており、ビ

ッグデータの解析は、京都大学や東京大学の医科学研究所

など多くの大学のメンバーとチームを作って一緒にやっ

ています。例えば、まだ研究段階ですが、京都大学の予測

モデルで 2000 から 3000 項目の中から、20 くらいの項

目に絞っても、8 割以上の確率で糖尿病が予測できるよう

になってきたり、東京大学の医科学研究所とは、生活習慣

を変えた場合に健康状態がどういう風に変わってくるの

かがシミュレーションできるようになってきました。これ

ができるとその人にあった健康プランが提案できます。キ

ャンパスでは、研究者同⼠の交流を活発にするため、企業

の方にも常駐していただきオープンイノベーション体制

を作っています。14 の企業との共同研究講座では、企業

に投資をしていただき基盤を作ってお互いの役割分担を

明確にして責任を持って⾏っています。 

次に、ビッグデータをどのように集めているかについてお

話しします。大きく 2 種類のデータを持っており、一つは

「大規模認知症コホート」で、通称 1 万人コホートと呼ば

れていますが、全国 8 箇所で共同研究しており、その約１

/4 の 2400 名の 65 歳以上を対象にしています。 

もう一つは、弘前 COI の真骨頂である「岩木健康増進プ

ロジェクト」です。今年度はコロナの影響でかなり規模を

縮小しましたが、通常年は、医療スタッフを 300 名くら

い配し、住⺠の方 100 名を連続 10 日間、約 1000 項目に

ついて時間をかけて検査をします。ユニークな検査項目と

しては、クラシエがマイクロスコープで指先の毛細血管か

ら冷えの状態を⾒たり、カゴメが⽪膚中のカロテノイド量

から野菜の摂取量を推計したり、花王が⽪脂の RNA を調

べて健康状態を推定したり、ライオンは口腔だけではなく

睡眠データをとったりしています。他にもハウスが味覚、

エーザイが嗅覚なども調べているので、コロナの感染を⾼

確率で予測できるのではないかという先生もいます。ファ

ンケルは理化学研究所とコラボして、⾼ BMI や生活関連

因子の悪化が⾃律神経活動の低下と関連していることを

確認しており、フレイル(加齢に伴う⾃律神経活動の低下)

の予兆・予防に向けた研究を進めています。 

「なぜ各企業がわざわざ弘前市まで来るのですか。」との

質問を受けます。例えば「水と生きる」をテーマとしてい

るサントリーは、水分摂取量のデータをここに持ち込むと、

他の 3000 項目の健康データとの関係を⾒ることができ

るというメリットがあります。それは、弘前市がデータ管

理委員会という制度・仕組みを作り、大学の基本的な研究

データと⾒事に共有し、共同で解析できる仕組みを作った

から可能となりました。これを契機に多くの企業が一気に
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りしています。また最近では、シルタスというベンチャー

と一緒になって、皆さんがスーパーなどで買い物をした購

買情報を AI が分析するということもやっています。分か

りやすい例では、「あなたは野菜が摂れていないので、あ

なただけ野菜を買うのであれば割引しましょう」というよ

うなサービスです。これで成功した海外の事例があるので、

⻘森県内の生協の店舗で実証を開始しています。⻘森県は

ある意味、健康意識が一番低い地域だという捉え方ができ

ますので、そういうところで実際にいかに⾏動変容を起こ

すかいうことにこだわっていろいろな仕掛けをやってい

ます。 

具体的には、QOL 健診において新たな⾏動変容のプログ

ラムの開発にチャレンジしています。一般的な健康診断に

加え、メタボリックシンドローム、口腔保健、ロコモティ

ブシンドローム、うつ病・認知症の 4 項目を検査して、そ

の場で本人に検査結果と合わせて、その人にあった目標を

設定し、本人に納得をさせて⾏動変容させようとしていま

す。検査をすると生活習慣の悪いところが分かってくるの

で、改善するために企業の商品やサービスと組み合わせて

ソリューションサービスを提供したり、新たに開発したり

して新しいビジネスを創出しようとしています。 

以前、政府がアジア健康構想を進めていて、これに QOL

健診を組み合わせてグローバルに広めていこうと、実際に

ベトナムの現地の 2 企業でも実証しました。現在、国内と

海外用に「健康の教科書」という本を作り、ツールも開発

してポストコロナ・ニューノーマルの時代にどういうこと

をやっていけばよいのか、検診をベースにしながら技術の

組み合わせや新しい技術の導入も考えながら全国にどん

どん広めているところです。 

最終目標は “⻘森県に住んでいるだけで知らず知らずに

健康になるような社会システムや環境

を作ること”です。COI プロジェクトは

2021 年で終了します。国の研究費が終

わるので、⺠間の資⾦が必要です。お⾦

の切れ目が縁の切れ目にならないよう

に、我々は研究で新たな知⾒を生み出し、

企業はそこから新たなビジネスを生み

出すという循環をさせることで⾃律的

な仕組みを回していこうと考えていま

す。 

⻘森県は、平均寿命の延び幅は男性で上

から 3 番目、健康寿命なら上から 1 番

目になりました。医療費の削減効果に加え、新たなビジネ

ス産業の創出効果も試算されています。さらに健康ビッグ

データ、医療データ、介護データ、ウェアラブルのデータ

等を組み合わせて、全部つながったときに何ができるのか

を、実際に弘前を中⼼に実⾏していこうと準備を進めてい

ます。 

これらの取り組みを通じて、最終的には世界の健康づくり

（SDGs）に貢献していきます。 

 

菌種が関係していることなどが分かってきました。また幸

福感や満⾜度に関連する因子としては、配偶者を介した生

活時間の管理や体⼒の維持によって、その効果を維持向上

できるということが分かりました。客観的な健康度を把握

できる指標を岩木のデータから解明したいとチャレンジ

しており、約 20 の因子を投入するとなんとなく分かりそ

うだというところまできました。 

「⻘森県は短命県なのでデータが偏っているのではない

か」と言われることもありますが、京都府⽴医科大学や九

州大学、和歌⼭県⽴医科大学、沖縄の名桜大学などと連携

した取り組みにより、統計的に 1000 項目くらいの比較検

討が可能なところまできました。加えて、エレコムと組ん

だ東北大学、トヨタと組んだ名古屋大学、マツダと組んだ

広島大学なども参入して新しいデータが追加され拡張し

ています。 

 

■社会実装の展開について 

政府は、これまでは病気をいかに治すかということにポイ

ントを置いていましたが、病気をしないようにするにはど

うするかといった予防の方に政策の重点を移し始めたと

言われています。そういう中で、ヘルスケア産業は非常に

大きな市場であると言われています。 

我々の場合は、多岐にわたるステークホルダーを一つにま

とめて、弘前市を中⼼に⻘森県で地域版の健康増進のモデ

ルを作ろうとしています。そこにいろんな企業の商品やサ

ービスを組み合わせて、地域や職域、学域で多面的に展開

しています。例えば、⻘森県にある 40 市町村全てで健康

宣言をしてもらい、更に医師会の中に健やか⼒推進センタ

ーという組織を作り、5 名の常駐スタッフを置いて、研究

データや成果を実際現場で検証し、成果を研究に戻すとい

うアクションリサーチに循環する仕組みを作りました。 

⻑野県や滋賀県のように、人と人とのつながりやソーシャ

ルキャピタルが豊かな地域ほど⻑生きしているようだと

話しましたが、人間関係は幸福や健康にもよい影響をもた

らすとも言われています。社会的なつながりは肥満にも影

響し、特に配偶者や兄弟よりも同性の友人が一番肥満に影

響を及ぼすようです。 

⻘森県では独⾃に健康経営認定制度を作り、健幸増進リー

ダーがソーシャルキャピタルを⾼めようとしています。タ

ーゲットは 10 人未満の中小事業者です。健康経営認定制

度の認定を受けた場合は、入札時にインセンティブポイン

トをもらえるという仕組みを県と一緒に作り、現在認定企

業は約 300 社になりました。 

子供の頃からの健康教育は非常に重要だということで、ベ

ネッセのしまじろうを作ったチームと一緒に分かりやす

く健康教育をしたり、弘前大学の卒業生のひろみちお兄さ

んと一緒に、出産直後の⺟親が子供と一緒に健康になるプ

ログラムを開発して全国に広めたりしています。子供の頃

の⻭並びが大人になってからの健康状態と関係があると

言われているので、子供の⻭列調査も本格的に始めていま

す。 

世界的にヘルスリテラシーを⾼めることが重要視されて

いるので、他にも企業とコラボしながらいろんなことを展

開しています。 

例えばイオンモールのウォーキングは、我々COI のプロジ

ェクトで初めてやり、全国のイオンモールに広げていった

と言われています。また食事は大事だということで、料理

研究家の浜内千波先生にはボランティアでおいしく簡単

に作れるような料理のレシピを広める活動をしていただ

いたり、ローソンと組んで健康的な商品を作って販売した

り、生協の全国組織とコラボしながら、生協版健康リーダ

ーを育成し、健康増進活動を全国に広めていこうと考えた
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りしています。また最近では、シルタスというベンチャー

と一緒になって、皆さんがスーパーなどで買い物をした購

買情報を AI が分析するということもやっています。分か

りやすい例では、「あなたは野菜が摂れていないので、あ

なただけ野菜を買うのであれば割引しましょう」というよ

うなサービスです。これで成功した海外の事例があるので、

⻘森県内の生協の店舗で実証を開始しています。⻘森県は

ある意味、健康意識が一番低い地域だという捉え方ができ

ますので、そういうところで実際にいかに⾏動変容を起こ

すかいうことにこだわっていろいろな仕掛けをやってい

ます。 

具体的には、QOL 健診において新たな⾏動変容のプログ

ラムの開発にチャレンジしています。一般的な健康診断に

加え、メタボリックシンドローム、口腔保健、ロコモティ

ブシンドローム、うつ病・認知症の 4 項目を検査して、そ

の場で本人に検査結果と合わせて、その人にあった目標を

設定し、本人に納得をさせて⾏動変容させようとしていま

す。検査をすると生活習慣の悪いところが分かってくるの

で、改善するために企業の商品やサービスと組み合わせて

ソリューションサービスを提供したり、新たに開発したり

して新しいビジネスを創出しようとしています。 

以前、政府がアジア健康構想を進めていて、これに QOL

健診を組み合わせてグローバルに広めていこうと、実際に

ベトナムの現地の 2 企業でも実証しました。現在、国内と

海外用に「健康の教科書」という本を作り、ツールも開発

してポストコロナ・ニューノーマルの時代にどういうこと

をやっていけばよいのか、検診をベースにしながら技術の

組み合わせや新しい技術の導入も考えながら全国にどん

どん広めているところです。 

最終目標は “⻘森県に住んでいるだけで知らず知らずに

健康になるような社会システムや環境

を作ること”です。COI プロジェクトは

2021 年で終了します。国の研究費が終

わるので、⺠間の資⾦が必要です。お⾦

の切れ目が縁の切れ目にならないよう

に、我々は研究で新たな知⾒を生み出し、

企業はそこから新たなビジネスを生み

出すという循環をさせることで⾃律的

な仕組みを回していこうと考えていま

す。 

⻘森県は、平均寿命の延び幅は男性で上

から 3 番目、健康寿命なら上から 1 番
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46 位と結構優秀ですが、HbA1c（ヘモグロビンエーワ

ンシー）6.5%以上の割合は、男⼥ともに中高年に差し

掛かる 50 歳を超える頃から全国平均を上回り、加齢と

ともに上昇が加速し、全国 4 位でした。このことから石

川県⺠は体が比較的細いけれど糖尿病リスクの高い県⺠

と言えるかもしれません。 

日本人・アジア人の糖尿病と欧米人の糖尿病はちょっと

違っていて、欧米人は、肥満を⺟体としたインスリンの

働きが悪い仕組みであり、痩せ型でも糖尿病になる日本

人の体質は、インスリンの分泌の方が悪いというよう

に、インスリンの働きか分泌かで⼤きく違うんじゃない

かなと思っています。さらに日本人は、欧米人ほど脂肪

組織の性能が優秀ではないため、たくさんのエネルギー

を貯め込むことができず、脂肪組織以外の臓器である肝

臓に脂肪が蓄積していきます。これまで、脂肪肝がどの

ように糖尿病の仕組みを作るのかを研究してきました。

肝臓への脂肪蓄積は、酸化ストレスを引き起こし、イン

スリンの働きを低下させます。また、脂肪肝からの分泌

されるホルモン「ヘパトカイン」が、肝臓や骨格筋での

インスリンの働きを阻害し、インスリン分泌を低下させ

ることがわかってきました。このために日本人では、肥

満は軽度でも、肝臓に脂肪が溜まりやすく、脂肪肝に関

連してインスリンの分泌と働きが低下して、糖尿病のリ

スクを押し上げる可能性があります。インスリンという

⼤切なホルモンは諸刃の剣で、インスリンが全くないと

私たちは生きていくことができませんが、過剰に働くと

実は寿命を縮めてしまうという難しさがあります。一人

ひとりの患者さんごとにインスリン作用を最適化する医

療を実践することで、健康⻑寿を実現したく思います。 

 

③ 健康⻑寿を目指すライフスタイル 

いつも患者さんには、「糖尿病のための特別な

食事と運動はない」とお話ししています。カロ

リー制限はしない、目指すのは国が定めた標準

的なカロリーと栄養のバランスがとれた食生活

です。糖尿病に良い食事というのは、健康⻑寿

食であるはずです。とは言っても、いわゆる別

腹と言われる快楽的食事を、本能のおもむくま

まに貪っては、肥満症になって健康を障害します。生活

習慣病の診療で難しいのは、快楽的食事という本能を抑

える働きかけをしなければならないことです。そんな中

でメディカルスタッフと頭を悩ませながら工夫をしてき

た「ライフマネジメントの 9 か条」の中からいくつかお

話しします。皆さんがそういうものを開発するため、あ

るいは健康経営に乗り出すためのヒントとなるようなこ

とがあればいいなと思います。 

 

【特別講演】 

「⽇本⼈とは︖ ―糖尿病の病態から考える」 

          ⾦沢⼤学⼤学院 内分泌･代謝内科学 教授  篁  俊 成 氏  

   

 

臨床医になって、つくづく日本人とはなんだろうという

ことを医療の現場で考え続けてきました。本日は「日本

人とは︖ ―糖尿病の病態から考える」をテーマに、①現

代のブラックジャックの専門は︖、②欧米人と違う︖日

本人の糖尿病、③健康⻑寿を目指すライフスタイル、の

3 つの観点からお話しします。 

私が臨床の現場での患者さんとの駆け引きや、もがきな

がら得たことを皆さんの予防や健康経営、あるいは生活

の変容をもたらすようなツール開発のヒントにしていた

だければと思います。 

 

① 現代のブラックジャックの専門は︖ 

人生 100 年時代ですが、健康寿命と実際の寿命の差が凄

く⼤きくなっています。人生は生・⽼・病・苦です。生

まれてくるのも、そして病気、⽼いること全て苦しみで

あります。ですから医療のゴールは⽼化⾃体と戦って寿

命を延ばすだけではなく、幸せに年を重ねるヘルシーエ

イジング・successful aging ももう一つの目標だと思い

ます。子供から高齢者に至るまでの全ライフコースを対

象として、身体の機能低下を防ぐ医療を目指さないとい

けないと思っています。 

私が専門とする内分泌代謝内科は、ホルモンの病気に加

えて、いわゆる生活習慣病を専門としています。生活習

慣病は生活習慣だけで起こるわけではなく、体質と環境

がクロストークして起こってくる病気です。その最終的

なアウトカムとなる合併症が、認知症、脳卒中、骨粗し

ょう症、慢性腎臓病、ガン、脂肪肝

炎などです。これらのうち、ガンや心疾患、脳血管、肺

炎、肝疾患は日本の死因の上位を占めています。 

最近では、高齢と糖尿病が COVID-19 の重症化リスクに

なることがわかりました。臨床疫学研究から年齢が 10

歳加わることと、血糖が 250 mg/dl 以上あることは同じ

くらいの肺炎の重症化リスクになるようです。私は子供

の頃から、難病を鮮やかに治す外科医ブラックジャック

にあこがれました。しかし、医学の進歩が疾病構造を変

化させ、日本人や世界の人たちの上位死因の疾患のリス

クを下げる役割を担う内科医でなければ現代のブラック

ジャックになれないのではないかと思います。 

 

② 欧米人と違う︖ 日本人の糖尿病 

生活習慣病の代表格である糖尿病は、日本人と欧米人で

はかなり病気の仕組みが違っています。日本は BMI 25

以上を肥満症の定義としていますが、世界的には BMI 

30 以上と定義されています。OECD のデータ(各国の 15

歳以上の肥満症の頻度)では、アメリカは⼥性の 40％が

肥満症であるのに対し、日本や韓国には 3%強くらいし

かいません。にもかかわらずアジアやオセアニアでは糖

尿病が世界の中で最も集積してます。なぜスレンダーな

アジアの人たちが糖尿病になりやすいのかを解明する必

要があります。 

特定健診のデータによると、石川県は肥満症の指標の一

つである腹囲は、全国 37 位で中性脂肪は 35 位、血圧は
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まず、減らすだけではなく、加える食事のアドバイスで

患者さんを前向きにしたいと思っています。例えば「野

菜を足す」野菜は水分が多く、低カロリーで満腹満足感

が高いのに摂取エネルギーはそれほど増えず、食物繊

維、ビタミン、ミネラルを補うことができます。次に

「ランチョンマットを足す」ランチョンマットからはみ

出さないように美しく盛り付けます。Team DiET(⾦沢

⼤学糖尿病教育・治療チーム)が開発したおでかけランチ

ョンマット法の弁当では、主食とおかずを 1:1、主菜と

副菜を 1:2 の割合で詰めると、お弁当の容積（ml）＝エ

ネルギー（kcal）量になり、カロリーの把握がしやすく

なります。3 番目のメソッドは「ゆっくりよくかんで食

べる」砂時計が落ちるまでかみましょう。ほかにも、根

菜やこんにゃくなどで「かみ応えを足す」、ボリューム

感が上がるけどよくかむことで食べる時間がかかる「骨

を足す」、満腹中枢が働くのを待つために食事の途中で

休憩を入れる「箸置きタイムを設ける」。盛り付けの科

学を利用して、器の形や色を工夫して⾒た目の華やか

さ・満足感をアップさせます。色は神経内分泌系に優位

な影響を及ぼします。一般的に食器に暖色系を取り入れ

るとおいしそうに⾒えるので、逆に寒色系を取り入れる

ことで無理なく食欲を抑制することができないかと考え

ています。次のライフマネジメントはストレスコントロ

ールです。「時々語る」一人で悩まないで

語るだけで解決することがあります。もし

相手がいなければ日記に書くことでも語る

ことと同じ効果を得ることができます。⼥

性はストレスを感じた時にたくさん食べる

傾向があると報告されています。複数の人

との食事で会話が加わることで食事時間も

⻑くなり、満腹感も得やすくなります。仕

事を引退してしまった人などは暇もストレスと言いま

す。ストレスを紛らわそうと食べ物につい手が伸びてし

まう傾向があります。仕事や没頭できる趣味を探してあ

げるというのも、健康を維持するための社会の役割なの

かもしれません。 

次にいかに身体を動かすかを考えます。横断歩道を渡り

切れるかどうかがサルコペニア（加齢や疾患により筋肉

量が減ること）の診断の一つの分かれ道になります。ま

た握⼒がその筋肉量をよく反映しており、男性で 30

㎏、⼥性で 20 ㎏以下だと筋肉量の低下が懸念されま

す。いかに動いて筋肉をつけるか工夫が必要です。骨格

筋は生体の糖の最⼤の取り込み臓器であり、全体の糖の

70％を取り込むので「骨格筋を制するものは糖尿病を制

する」と言っても過言ではありません。インスリンと運

動はともに糖を筋肉に取り込ませますが、それらの仕組

みは違っています。本来インスリンは、骨格筋にブドウ

糖を運ぶ働きをしています。インスリンがインスリン受

容体に結合すると、GLUT（glucose transporter）とい

う糖輸送単体が細胞膜に移動して糖が取り込まれます。

これがインスリンの働きです。その結果として血糖値が

下がります。ところが糖尿病の場合には、インスリンは

あるけど、そのシグナルがインスリン受容体に結合して

も伝わりにくいために、GLUT は眠ったままで、糖が骨

 

格筋の中に取り込まれることができないので、高血糖に

なります。すなわち糖尿病は筋肉や臓器にとっては低栄

養状態にあるわけです。インスリンが効きにくいために

筋肉に十分なブドウ糖を取り込むことができない状態を

インスリン抵抗性と言います。一方で、運動時には筋肉

が働いて血液中からブドウ糖が取り込まれてエネルギー

源として使われます。1 回のまとまった運動をすると、

72 時間くらい GLUT が活性化している状態が続くの

で、週に 3 回くらい運動をしていれば、筋肉に糖が取り

込まれるよい状態が続きます。運動とインスリンはブド

ウ糖を取り込んで血糖を下げるという同じような働きが

あるので、２型糖尿病の主病態であるインスリン抵抗性

の状態でも、有酸素運動や筋トレ（レジスタンストレー

ニング）で改善させることができます。フィットネスク

ラブに⾏かなくても、日常生活で通勤、床掃除や洗⾞な

どでも効果があるので、その人にあった運動を提案して

います。Team DiET では、歩数や消費カロリー付きの

観光スポットをめぐる散歩コースなどを患者さんに提案

してきました。海外の例では、階段を鍵盤にして音が鳴

るようにしたところ、ほとんどの人が面白がってエスカ

レーターではなく階段を使用するようになったというデ

ータもあります。 

運動の効果には個人差があります。肥満症・糖尿病を有

さない閉経後の 31 名に週 3 日以上 8 時間の有酸素運動

を負荷したところ、運動能⼒が高まる人もいれば、あま

り効果がない、かえって減ってしまう人もいて、人によ

ってその運動の効果は様々であることがわかりました。

ある人では運動抵抗性があるんじゃないかと思われ、そ

の時に運動前の肝臓から分泌されるセレノプロテイン P

というホルモンの血中濃度を測ると、これが高いほど運

動の効果が出にくい、すなわち運動抵抗性があることが

わかりました。セレノプロテイン P は、食事に含まれる

抗酸化作用を有する必須微量元素セレンを取り込み、全

身に輸送する働きを持っています。このために、セレノ

プロテイン P は強⼒な抗酸化作用を有し、身体を酸化ス

トレスから守っています。しかし、セレノプロテイン P

のレベルが高すぎることで、ストレスを下げすぎると運

動抵抗性が生じるのです。セレンは抗酸化サプリメント

として使われています。セレンをたくさん摂ることでセ

レノプロテイン P が高まります。私たちがこの研究をし

ている 2007 年に、セレンをサプリとして摂った人たち

は、偽の薬を飲んでいた人たちよりも糖尿病になるとい

う衝撃的なデータが発表されました。抗酸化サプリによ

る糖尿病発症抑制を期待していた研究の予想外の結果に

世界中が驚きましたが、私たちはこのセレンが抗酸化機

能あるいはセレノプロテイン P を誘導することによって

インスリン抵抗性や運動性などを誘導して糖尿病を起こ

したのではないかと納得しました。セレノプロテイン P

は太古狩猟⺠族のときに、筋肉の挫滅や過剰な消耗も防

ぐために必要な抗酸化システムだったと推測します。現

代ではその運動のストレス⾃体が減っているところに、

さらに癒しすぎてしまうことで運動の効果が弱まってし

まうのではないか。「痛みなければ得るもの無し」過度

なストレスが運動の効果を出すには必要なのです。この

ような研究から、私は患者さんに「身体は適度にいじめ

ていいんですよ」と、NO PAIN・NO GAIN のライフス

タイルを勧めています。 

そしてライフマネジメントの最後は「記録すること」で

す。⾃分の運動量を「⾒える化」することで、⾃然と生

活習慣を変えてみたくなります。「三日坊主 10 回続け

ば 1 か月」ということを繰り返しながら、ゆっくりとラ

イフスタイルを変えていってほしく思います。 
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まず、減らすだけではなく、加える食事のアドバイスで

患者さんを前向きにしたいと思っています。例えば「野

菜を足す」野菜は水分が多く、低カロリーで満腹満足感

が高いのに摂取エネルギーはそれほど増えず、食物繊

維、ビタミン、ミネラルを補うことができます。次に

「ランチョンマットを足す」ランチョンマットからはみ

出さないように美しく盛り付けます。Team DiET(⾦沢

⼤学糖尿病教育・治療チーム)が開発したおでかけランチ

ョンマット法の弁当では、主食とおかずを 1:1、主菜と

副菜を 1:2 の割合で詰めると、お弁当の容積（ml）＝エ

ネルギー（kcal）量になり、カロリーの把握がしやすく

なります。3 番目のメソッドは「ゆっくりよくかんで食

べる」砂時計が落ちるまでかみましょう。ほかにも、根

菜やこんにゃくなどで「かみ応えを足す」、ボリューム

感が上がるけどよくかむことで食べる時間がかかる「骨

を足す」、満腹中枢が働くのを待つために食事の途中で

休憩を入れる「箸置きタイムを設ける」。盛り付けの科

学を利用して、器の形や色を工夫して⾒た目の華やか

さ・満足感をアップさせます。色は神経内分泌系に優位

な影響を及ぼします。一般的に食器に暖色系を取り入れ

るとおいしそうに⾒えるので、逆に寒色系を取り入れる

ことで無理なく食欲を抑制することができないかと考え

ています。次のライフマネジメントはストレスコントロ

ールです。「時々語る」一人で悩まないで

語るだけで解決することがあります。もし

相手がいなければ日記に書くことでも語る

ことと同じ効果を得ることができます。⼥

性はストレスを感じた時にたくさん食べる

傾向があると報告されています。複数の人

との食事で会話が加わることで食事時間も

⻑くなり、満腹感も得やすくなります。仕

事を引退してしまった人などは暇もストレスと言いま

す。ストレスを紛らわそうと食べ物につい手が伸びてし

まう傾向があります。仕事や没頭できる趣味を探してあ

げるというのも、健康を維持するための社会の役割なの

かもしれません。 

次にいかに身体を動かすかを考えます。横断歩道を渡り

切れるかどうかがサルコペニア（加齢や疾患により筋肉

量が減ること）の診断の一つの分かれ道になります。ま

た握⼒がその筋肉量をよく反映しており、男性で 30

㎏、⼥性で 20 ㎏以下だと筋肉量の低下が懸念されま

す。いかに動いて筋肉をつけるか工夫が必要です。骨格

筋は生体の糖の最⼤の取り込み臓器であり、全体の糖の

70％を取り込むので「骨格筋を制するものは糖尿病を制

する」と言っても過言ではありません。インスリンと運

動はともに糖を筋肉に取り込ませますが、それらの仕組

みは違っています。本来インスリンは、骨格筋にブドウ

糖を運ぶ働きをしています。インスリンがインスリン受

容体に結合すると、GLUT（glucose transporter）とい

う糖輸送単体が細胞膜に移動して糖が取り込まれます。

これがインスリンの働きです。その結果として血糖値が

下がります。ところが糖尿病の場合には、インスリンは

あるけど、そのシグナルがインスリン受容体に結合して

も伝わりにくいために、GLUT は眠ったままで、糖が骨

 

格筋の中に取り込まれることができないので、高血糖に

なります。すなわち糖尿病は筋肉や臓器にとっては低栄

養状態にあるわけです。インスリンが効きにくいために

筋肉に十分なブドウ糖を取り込むことができない状態を

インスリン抵抗性と言います。一方で、運動時には筋肉

が働いて血液中からブドウ糖が取り込まれてエネルギー

源として使われます。1 回のまとまった運動をすると、

72 時間くらい GLUT が活性化している状態が続くの

で、週に 3 回くらい運動をしていれば、筋肉に糖が取り

込まれるよい状態が続きます。運動とインスリンはブド

ウ糖を取り込んで血糖を下げるという同じような働きが

あるので、２型糖尿病の主病態であるインスリン抵抗性

の状態でも、有酸素運動や筋トレ（レジスタンストレー

ニング）で改善させることができます。フィットネスク

ラブに⾏かなくても、日常生活で通勤、床掃除や洗⾞な

どでも効果があるので、その人にあった運動を提案して

います。Team DiET では、歩数や消費カロリー付きの

観光スポットをめぐる散歩コースなどを患者さんに提案

してきました。海外の例では、階段を鍵盤にして音が鳴

るようにしたところ、ほとんどの人が面白がってエスカ

レーターではなく階段を使用するようになったというデ

ータもあります。 

運動の効果には個人差があります。肥満症・糖尿病を有

さない閉経後の 31 名に週 3 日以上 8 時間の有酸素運動

を負荷したところ、運動能⼒が高まる人もいれば、あま

り効果がない、かえって減ってしまう人もいて、人によ

ってその運動の効果は様々であることがわかりました。

ある人では運動抵抗性があるんじゃないかと思われ、そ

の時に運動前の肝臓から分泌されるセレノプロテイン P

というホルモンの血中濃度を測ると、これが高いほど運

動の効果が出にくい、すなわち運動抵抗性があることが

わかりました。セレノプロテイン P は、食事に含まれる

抗酸化作用を有する必須微量元素セレンを取り込み、全

身に輸送する働きを持っています。このために、セレノ

プロテイン P は強⼒な抗酸化作用を有し、身体を酸化ス

トレスから守っています。しかし、セレノプロテイン P

のレベルが高すぎることで、ストレスを下げすぎると運

動抵抗性が生じるのです。セレンは抗酸化サプリメント

として使われています。セレンをたくさん摂ることでセ

レノプロテイン P が高まります。私たちがこの研究をし

ている 2007 年に、セレンをサプリとして摂った人たち

は、偽の薬を飲んでいた人たちよりも糖尿病になるとい

う衝撃的なデータが発表されました。抗酸化サプリによ

る糖尿病発症抑制を期待していた研究の予想外の結果に

世界中が驚きましたが、私たちはこのセレンが抗酸化機

能あるいはセレノプロテイン P を誘導することによって

インスリン抵抗性や運動性などを誘導して糖尿病を起こ

したのではないかと納得しました。セレノプロテイン P

は太古狩猟⺠族のときに、筋肉の挫滅や過剰な消耗も防

ぐために必要な抗酸化システムだったと推測します。現

代ではその運動のストレス⾃体が減っているところに、

さらに癒しすぎてしまうことで運動の効果が弱まってし

まうのではないか。「痛みなければ得るもの無し」過度

なストレスが運動の効果を出すには必要なのです。この

ような研究から、私は患者さんに「身体は適度にいじめ

ていいんですよ」と、NO PAIN・NO GAIN のライフス

タイルを勧めています。 

そしてライフマネジメントの最後は「記録すること」で

す。⾃分の運動量を「⾒える化」することで、⾃然と生

活習慣を変えてみたくなります。「三日坊主 10 回続け

ば 1 か月」ということを繰り返しながら、ゆっくりとラ

イフスタイルを変えていってほしく思います。 
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【特別講演】 
「認知症多発超⾼齢社会︓認知症を知る、防ぐ」 

⾦沢⼤学⼤学院 脳⽼化・神経病態学（脳神経内科学） 

山 田 正 仁 氏 

 

本日は「認知症多発超高齢社会︓認知症を知る・防ぐ」を

テーマに、「認知症の実態」、「認知症の原因」、「認知症の予

防」の観点からお話します。 

私の専門は脳神経内科で、脳神経系の病気の診療・研究・

教育が専門です。その中でも特に認知症や脳の⽼化で脳内

にたまってくる異常タンパク質のアミロイドやそれに関

わる病気や病態を専門にしております。日本は超高齢社会

で、65 歳以上の高齢者の割合が今世紀半ばまで世界のト

ップを先導していくような形で進んでいきます。韓国やイ

タリアも同じくらいですが、中国やインド、インドネシア

などもこの半世紀で爆発的に増え、日本などの先進国どこ

ろではない状態となっていきます。日本が超高齢化に伴う

認知症の多発に今後どのように⽴ち向かい、対策するかと

いうのをモデルとして世界が⾒ています。 

日本の高齢者人口は 2020 年でほぼ頭打ちとなり、今後は

人口の減少に伴って、高齢者の割合、特に後期高齢者の割

合が増えています。そういうことを前提に認知症の話をい

たします。 

認知症は、多くの場合、正常範囲の認知機能の方がある日

突然なるのではなく、徐々に認知機能が低下していってな

ります。正常とも認知症とも言えないグレーゾーンの状態

は、軽度認知障害（MCI）と呼びます。正常範囲でも加齢

に伴ってもの忘れはしますが、これは度忘れです。ただ、

エピソードを忘れてしまうような病的なもの忘れがしば

しばあると、日常生活にも支障があるわけで、これは認知

症のもの忘れです。 

軽度認知障害は、なかなか判別が難しく、ひどいもの忘れ

があるけども、日常生活には支障がな

いという状態です。後で振り返ってみれば、この軽度認知

障害の時にも症状があるわけですから、その段階で発⾒し

て原因を診断して治療方針を⽴てることが⼤切です。さら

に研究レベルでは、認知機能が正常の時点でも、将来認知

症になるリスクが高い場合に、それを予防する研究も⾏わ

れています。 

 

■認知症地域コホート研究（なかじまプロジェクト） 

認知症の早期発⾒・予防を目的に、石川県七尾市中島町で

認知症地域コホート研究をしています。研究を始めた

2006 年は、人口が 7000 人で、高齢化率は 32％でしたが、

2016 年には人口が 6000 人に減り、高齢化率は 40％にな

りました。おそらく我が国の 20〜30 年先の人口構成だろ

うと考えています。そこで我々は 60 歳以上の約 2,300 人

を対象に、認知機能や様々な認知障害に関わるような生活

習慣などについて悉皆調査を⾏ってきました。疫学的研究

や早期発⾒という⾯では、神経画像研究や脳磁図（MEG）

研究を、予防研究という⾯では、食品成分による予防、リ

ハビリ的な予防介入を⾏ってきました。 

まず、この地域にどのくらい認知症の方がいるのかを調査

するため、2006 年から地域ごとにある公⺠館でもの忘れ

検診を始めました。やってみると認知機能に自信のある方

は公⺠館に来るのですが、自信のない方は来ないことがわ

かり、そのため自宅訪問を組み合わせた実態調査を⾏うこ

とにしました。 

 

 

■認知症の実態 

2010〜2014 年の調査率 91.5％の悉皆調査では、65 歳以

上の認知症の方が 13.3％、軽度認知症の方が 15.5％、併

せて約3割の方が、認知症か軽度認知症になっていました。

85 歳を過ぎると 6 割以上、90 歳を超えると約 9 割の方が

認知症か軽度認知障害になっています。つまり平均寿命ぐ

らいまで生きると、まずなるという病気が認知症でありま

す。 

その後の 2016〜2018 年の調査率 92.9％の悉皆調査では、

高齢化が進み、約 4 割の方が認知症または軽度認知障害に

なっています。高齢化が進むとどんどん認知症の方が増え

るのですが、年齢階層ごとに⾒ても 85 歳から 89 歳が 7

割以上に割合が増えています。 

先ほど村下先生からご紹介がありましたが、平成 28 年度

から日本医療研究開発機構（AMED）の認知症研究開発事

業「健康⻑寿社会の実現を目指した⼤規模認知症コホート

研究」というのを弘前⼤学や⾦沢⼤学など全国 8 地域・⼤

学が合計 1 万人の調査を共同で⾏っています。昨年、認知

症の人との「共生」と認知症の「予防」を推進していこう

と内閣府が出した「認知症施策推進⼤綱」にある認知症の

有病率のデータは、調査率 90％以上の中島町、福岡県久山

町、愛媛県中山町の３か所のデータが基礎デ

ータとして使われています。 

新型コロナウイルス感染症の蔓延で、認知症

診療や介護に⼤きな影響が出ています。認知

症の方が受診する機会が減少し、認知症の方

の感染対策が難しいことから、介護や認知症

カフェのようなサービスも減少し、認知症の

悪化傾向がみられます。コロナ禍の中で認知

症の診療や介護をいかに提供するかが⼤き

な課題になっています。 

 

■認知症の原因 

認知症の原因には、主なものでも数十種類ありますが、ア

ルツハイマー病が 6 割以上を占め、レビー小体型認知症、

血管性認知症がそれに続きます。アルツハイマー病の脳で

は、記憶の中枢である海馬がかなり萎縮しています。アル

ツハイマー病の脳を顕微鏡で⾒てみると３つの特色があ

り、⼀つは⽼人斑という、しみ状のものが出てきます。こ

れは皮膚のシミとは関係ありません。もう⼀つは神経原線

維変化といって、神経細胞の中に線維状の構造が沈着して

いきます。三つ目は神経細胞が脱落していきます。特にコ

リン作動性の神経細胞が脱落しやすいことがわかってい

ます。最初の二つ、⽼人斑と神経原線維変化は何か異常な

ものが出てくるということで、それを集めて分析した結果、

⽼人斑の主成分はアミロイド・ベータ蛋白で、神経原線維

変化の主成分はリン酸化タウ蛋白だということがわかり

ました。アルツハイマー病は、まずアミロイド・ベータ蛋

白が脳にシミのように溜まっていき、次に神経細胞にリン

酸化タウ蛋白が溜まっていき、神経細胞が障害され、症状

が出てくるという順序で発病していると考えられていま

す。 
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【特別講演】 
「認知症多発超⾼齢社会︓認知症を知る、防ぐ」 

⾦沢⼤学⼤学院 脳⽼化・神経病態学（脳神経内科学） 

山 田 正 仁 氏 
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維変化といって、神経細胞の中に線維状の構造が沈着して

いきます。三つ目は神経細胞が脱落していきます。特にコ

リン作動性の神経細胞が脱落しやすいことがわかってい

ます。最初の二つ、⽼人斑と神経原線維変化は何か異常な

ものが出てくるということで、それを集めて分析した結果、

⽼人斑の主成分はアミロイド・ベータ蛋白で、神経原線維

変化の主成分はリン酸化タウ蛋白だということがわかり

ました。アルツハイマー病は、まずアミロイド・ベータ蛋

白が脳にシミのように溜まっていき、次に神経細胞にリン

酸化タウ蛋白が溜まっていき、神経細胞が障害され、症状

が出てくるという順序で発病していると考えられていま

す。 
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■認知症の予防 

アルツハイマー病では、現在、神経伝達を改善することに

より症状を少々よくする薬（症状改善薬）はありますが、

病気の進⾏自体を⽌めることはできていません。症状改善

薬の効果は残念ながら限定的なものなので、ケアやリハビ

リテーションのような非薬物療法が重要です。また、根本

的な治療効果が期待できる薬の開発が進んでいます。⼀方、

発症早期に、あるいは発症前に認知症にならないように、

発症を予防するという先制医療があります。その⼀つに薬

を使う方法がありますが、投与が⻑期にわたり、非常に高

額なことや、副作用の問題があるため、生活習慣で予防で

きないかと考えています。 

アルツハイマー病は、年齢・加齢を背景に遺伝的因子や環

境的因子が関係していると考えられています。年齢が上が

るとリスクが上がりますが、高血圧・糖尿病といった生活

習慣病や肥満・タバコなどがリスクを上げる⼀方で、運動

や野菜・果物の摂取や肉より魚を多く摂取するなどカロリ

ーを控えることや知的活動・社会活動がリスクを下げると

言われています。 

 

■中島町でのプロジェクトにおけ

る認知症予防法の成果 

中島町では認知症の予防法開発に

取り組んできました。リハビリのプ

ログラムでは、普通の認知リハビリ

と運動リハビリで、いわゆる脳トレ

的なことをやるとどちらも効果が

ありました。また、認知機能が正常

な人を対象に、どういう食生活や運

動をしてるかを調査しておいて、そ

の人が何年か後に認知機能が低下してるかどうかを縦断

的に⾒た結果、緑茶を飲んでいる人たちは、5 年後の認知

機能低下（認知症または軽度認知障害になっている）のリ

スクが低いというデータが出てきました。 

認知機能が正常な人が緑茶・コーヒー・紅茶を飲み続けた

場合、飲んでいない人を１とすると、コーヒー・紅茶の人

は変わりませんが、緑茶の人は飲む量に従ってリスクが減

っていました。緑茶に含まれるカテキンの⼀種の EGCG や

赤ワインのポリフェノールで有名なミリセチンなどのポ

リフェノール類が良いのではないかと考え、ポリフェノー

ルの効果を実験しました。試験管の中でアミロイド・ベー

タ蛋白の凝集が阻害できるかどうかを原子間⼒顕微鏡で

調べ、そこで成績の良かったポリフェノールの入った餌を

アルツハイマー病のモデル動物に食べさせて、アミロイ

ド・ベータ蛋白の沈着を減らすことができるかどうかを⾒

ました。そこで最も成績が良かったのがロスマリン酸とい

うポリフェノールでしたので、レモンバームから抽出した

高品質のロスマリン酸をカプセルに入れ、健常者で安全

性・忍容性を証明し体内動態も⾒たうえで、実際に早期の

アルツハイマー病の患者さんで神経精神症状に効果があ

ることを最近発表しました。現在は、地域在住の非認知症

 

の高齢者を対象に、165 人に実食品抽出物、165 人にプラ

セポという二重盲検ランダム化比較試験で、認知症の予防

効果を⾒ているところです。 

認知症・アルツハイマー病の遺伝的リスクは「⼥性」と「ア

ポリポタンパク E（アポ E）E4 の保有」です。アポ E E4

保有の男性は、認知症のリスクが1.2倍程度なのに対して、

アポ E E4 保有の⼥性は 5 倍以上のリスクがありました。

アポ E E4 保有の⼥性が認知機能が正常な時点で、ビタミ

ン C の血液中濃度が高いと、6〜9 年後の認知機能低下リ

スクが 0.1 に減少していることがわかりました。現在、「ア

ルツハイマー病」、「アポ E E4」、「⼥性」、「ビタミン C」の

関連について AMED で研究班を組織し解明を進めていま

す。 

 

■認知症予防の未来 

近い将来、血液検査などの簡単な検査でアルツハイマー病

の発病リスクの判定が可能になり、それが健康診断の項目

となり、ハイリスクであれば予防介入を提案されることに

なると思います。予防介入方法は生活習慣の改善かもしれ

ませんし、食品抽出物や薬かもしれません。そうした方法

で認知症のない⻑寿を楽しんでいただくことのできる時

代が必ず来ると考えています。 
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2020 年度経済産業省『地域企業イノベーション支援事業』実施報告 

 
◆事業名︓「モデルベースシミュレーション技術の向上による競争⼒強化」 
 

実施概要 

 

■ワークショップ 

＜目 的＞ 

工作機械におけるモデルベースシミュレーション技術向上を目指し、工作機械の実機を対象とした実践の場とする。 

具体的には、工作機械の基本要素である位置決め機構ユニットを対象に、以下の事項に関わる座学・実習を⾏い、 

モデルベースの構築と動作シミュレーションに必要なノウハウを習得する。 

 ①  モデルベース構築に必要な基礎技術（振動、熱伝達 他） 

 ②  MATLAB/Simulink を使用したモデルベース構築  
 ③  実機との比較によるモデルベースの検証 

 

 

 

 

 

 

＜開催日＞ 

回 開催日 開催場所 

第 １回 8 月 21 日（⾦） ⾦沢工業⼤学 

第 ２回 8 月 27 日（木）〜28 日（⾦） MathWorks 社によるオンライントレーニング 

第 3 回 9 月 4 日（⾦） ⾦沢工業⼤学＋オンライン 

第 4 回 9 月 11 日（⾦） ⾦沢工業⼤学＋オンライン 

第 ５回 9 月 18 日（⾦） ⾦沢工業⼤学＋オンライン 

第 6 回 10 月 9 日（⾦） ⾦沢工業⼤学 

第 7 回 10 月 23 日（⾦） ⾦沢工業⼤学 

第 ８回 11 月 6 日（⾦） ⾦沢工業⼤学 

第 ９回 11 月 20 日（⾦） ⾦沢工業⼤学 

第 10 回 12 月 4 日（⾦） ⾦沢工業⼤学 

第 11 回 12 月 18 日（⾦） ⾦沢工業⼤学 

 

■先進企業訪問 

11 月 16 日（月） マツダ株式会社本社（広島県安芸郡） 
11 月 17 日（火） 株式会社小松製作所⼤阪工場（⼤阪府枚方市） 
12 月 14 日（月） 三菱電機株式会社名古屋製作所（愛知県名古屋市） 
12 月 15 日（火） 三菱電機株式会社 FA システム事業本部（東京都内） 

 

 

■研究会（成果報告） 

  開催日 ︓ 2021 年 1 月 29 日（⾦） 

  場 所 ︓ ホテル⾦沢４階「エメラルド A」※オンライン同時配信 

   参加者 ︓ 46 名（現地 19 名 + オンライン 27 名） 

   内  容 ︓ 

 本事業において実施したワークショップの成果報告として、ワークシ

ョップ参加者より、実施概要、⾃社の業務への展開⾒込み、所感 等に

ついて報告した。 

 モデルベースシミュレーションがもたらす、ものづくりにおける価値

と展望について、⼤手企業の専門家より情報提供・助言を得た。 

 先進企業への訪問、ヒアリングによる情報収集結果について、事業ＣＤ

より報告した。 

 

プログラム︓ 

 ワークショップの成果報告                       

・ワークショップの概要について  

・MATLAB/Simulink のオンライントレーニングについて  

・モデルベース構築に必要な基礎技術について  

・工作機械における位置決め機構のモデルベース構築と動作シミュレーションについて  

・全体考察 

 

 専門家講演                           

「ボールねじの最新技術を通して探るものづくりにおける新たな価値と展望  

                －モデルベースシミュレーションがもたらすもの－」               

   日本精工株式会社 新井 覚 氏 

 

 先進企業視察結果報告  

     ・マツダ株式会社 本社（広島県安芸郡） 

・株式会社小松製作所 ⼤阪工場（⼤阪府枚方市） 

    ・三菱電機株式会社 名古屋製作所（愛知県名古屋市） FA システム事業本部（東京都内） 
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2020 年度経済産業省『地域企業イノベーション支援事業』実施報告 
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健康寿命延伸ビジネス創造プロジェクト 開催報告 

⽂部科学省が令和 3 年度に計画している⼤型事業への申請に向けた構想企画のため、⾦沢⼤学発 NPO Team DiET、石

川県産業政策課と連携し、健康寿命延伸産業創出研究会を⽴ち上げ、下記の研究会を開催しました。 

 
◆第１回キックオフイベント 「コロナ時代だからこそ取り組む健康経営」 
 

開 催 日︓ 2020 年９⽉４⽇（⾦） 

開催場所︓ 北国ビルディング会議室 （⾦沢市⽚町２丁目２－１５ 北国ビルディング４階）※オンライン同時開催  

主   催︓ 特定非営利活動法⼈ Team DiET (⾦沢⼤学糖尿病教育・治療チームが⺟体) 

共   催︓ ⼀般財団法⼈北陸産業活性化センター、石川県 

参 加 者︓ 40 名（会場 14 名、オンライン 26 名） 

内   容︓ ⼈⼿不⾜に伴い、企業の⽣産性の向上が求められる中、従業員が健康に働ける社内の環境作りは重要にな

りつつあります。今回、石川県で初めて健康経営銘柄に選定された先進企業 2 社と県内で健康経営に取

り組んでいる先進企業１社の担当者の方に自社の健康経営の取組についてご講演いただきました。 

プログラム︓ 

【挨  拶】「健康ビジネス創造プロジェクトについて」（特定非営利活動法⼈ Team DiET 創設者） 

国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学内分泌・代謝内科学分野 教授  篁 俊成 氏 

【講演１】「SOMPO グループの健康経営」 

SOMPO ホールディングス株式会社 グループ CHRO 執⾏役常務⼈事部⻑ 原 伸⼀ 氏 

【講演２】「健康経営とヤフーの取り組み」 

ヤフー株式会社 グッドコンディション推進室 川村 由起子 氏  

【講演３】「サボニックス（※）を活用した健康経営」 

三谷産業株式会社 執⾏役員⼈事本部⻑ 佐藤 正裕 氏 

※認知機能を検査できるスマートフォン用アプリ。 

 
◆第 2 回イベント「ウィズコロナ時代のヘルスケア事業の創出について」 

開 催 日︓ 2020 年 12 ⽉９⽇（水） 

開催場所︓ ⾦沢ニューグランドホテル３階「パラッツォ」 （⾦沢市南町４－１） 

主  催︓ 特定非営利活動法⼈ Team DiET (⾦沢⼤学糖尿病教育・治療チームが⺟体) 

共  催︓ ⼀般財団法⼈北陸産業活性化センター、石川県 

参 加 者︓ 35 名 

内   容︓ 新型コロナウイルスの感染拡⼤により、健康に対する意識が⼀層⾼まり、企業の健康寿命に対する意識も

⾼まりつつあります。こうした企業のニーズに応え、健康寿命延伸に寄与するヘルスケアビジネスへの参

入を検討している企業・団体等の皆様を対象とした最新のヘルスケアビジネスの動向を知るイベントを

開催しました。 

 

 

プログラム︓ 

【挨  拶】「健康寿命延伸に寄与するビジネスの振興について」（特定非営利活動法⼈ Team DiET 創設者） 

国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学内分泌・代謝内科学分野 教授   篁 俊成 氏 

【紹  介】「石川県次世代ヘルスケア産業協議会（仮称）の設⽴について」 

石川県商工労働部産業政策課 課⻑   水上  定洋 氏 

※次世代ヘルスケア産業協議会︓経済産業省が各地域で設⽴を進めているもので、産学官⾦が連携する 

ことで、地域のヘルスケアビジネスの振興を図るもの。 

      ⇒2021 年 1 ⽉ 18 ⽇に正式に「石川県次世代ヘルスケア産業協議会」が設⽴されました。 

【講演１】「ヘルスケア事業に求められるマーケティング戦略について」 

株式会社ヘルスケア・ビジネスナレッジ 代表取締役社⻑   ⻄根  英⼀ 氏 

【講演２】「ヘルスケア産業、医療・福祉機器に関する国の政策について」 

経済産業省 医療・福祉機器産業室⻑   廣瀬  ⼤也 氏 

 

⾦沢⼤学 
篁 俊成 氏 

石川県 
水上 定洋 氏 

㈱ヘルスケア・ビジ
ネスナレッジ  
⻄根 英⼀ 氏 

経済産業省 
  廣瀬 ⼤也 氏 

 

     
 

 

 

3 県の IoT、AI 相談窓口の情報交換会 開催報告 

開 催 日︓ 2020 年 10 ⽉ 8 ⽇（木） 

開催場所︓ 福井県産業情報センター（福井県坂井市丸岡町熊堂 3-7-1-16 ソフトパークふくい） 

参 加 者︓  12 名（各県自治体、公設試、関係団体、中部経産局電⼒･ガス北陸⽀局、HIAC 事務局） 

内  容︓ 富山・石川・福井各県の IoT、AI への⽀援や取組状況について情報交換を⾏ったほか、 

「ふくいＡＩビジネス・オープンラボ」の⾒学も⾏いました。 
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【紹  介】「石川県次世代ヘルスケア産業協議会（仮称）の設⽴について」 
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※次世代ヘルスケア産業協議会︓経済産業省が各地域で設⽴を進めているもので、産学官⾦が連携する 

ことで、地域のヘルスケアビジネスの振興を図るもの。 

      ⇒2021 年 1 ⽉ 18 ⽇に正式に「石川県次世代ヘルスケア産業協議会」が設⽴されました。 

【講演１】「ヘルスケア事業に求められるマーケティング戦略について」 

株式会社ヘルスケア・ビジネスナレッジ 代表取締役社⻑   ⻄根  英⼀ 氏 

【講演２】「ヘルスケア産業、医療・福祉機器に関する国の政策について」 

経済産業省 医療・福祉機器産業室⻑   廣瀬  ⼤也 氏 

 

⾦沢⼤学 
篁 俊成 氏 

石川県 
水上 定洋 氏 

㈱ヘルスケア・ビジ
ネスナレッジ  
⻄根 英⼀ 氏 

経済産業省 
  廣瀬 ⼤也 氏 

 

     
 

 

 

3 県の IoT、AI 相談窓口の情報交換会 開催報告 

開 催 日︓ 2020 年 10 ⽉ 8 ⽇（木） 

開催場所︓ 福井県産業情報センター（福井県坂井市丸岡町熊堂 3-7-1-16 ソフトパークふくい） 

参 加 者︓  12 名（各県自治体、公設試、関係団体、中部経産局電⼒･ガス北陸⽀局、HIAC 事務局） 

内  容︓ 富山・石川・福井各県の IoT、AI への⽀援や取組状況について情報交換を⾏ったほか、 

「ふくいＡＩビジネス・オープンラボ」の⾒学も⾏いました。 
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オンライン講座 『実戦・データサイエンス概論』の開講 開催報告 

北陸経済連合会と⼀般財団法⼈北陸産業活性化センターは、Society5.0、DX（デジタルトランスフォーメーション）な

どの社会変⾰に向け、北陸地域の企業におけるデジタル⼈材育成の⽀援を目的に、富山⼤学の後援をいただき、社会⼈

向けデータサイエンス入門講座「実戦・データサイエンス概論 実務者向けコース」を以下のテーマで 6 回開講しまし

た。 

開 催 日︓ 2020 年 10 ⽉ 28 ⽇（水）〜12 ⽉ 2 ⽇（水） 

開催場所︓ オンライン開催      

共  催︓ 北陸経済連合会、⼀般財団法⼈北陸産業活性化センター 

後  援︓ 国⽴⼤学法⼈富山⼤学 

参 加 者︓  54 名 

内  容︓  

【講 師】富山⼤学 副学⻑・データサイエンス推進センター⻑ 中川 ⼤ 氏 （第⼀種情報処理技術者） 

 

第１回 10 ⽉ 28 ⽇（水） データサイエンスの全体像を知ろう［講義・演習］ 
第２回 11 ⽉  4 ⽇（水） 様々なデータを活用しよう［講義・演習］ 
第３回 11 ⽉ 11 ⽇（水） 数値シミュレーションと最適化［講義・演習］ 
第４回 11 ⽉ 18 ⽇（水） ＡＩを知ろう［講義・演習］ 
第５回 11 ⽉ 25 ⽇（水） プログラミングを知ろう［講義・演習］ 
第６回 12 ⽉  2 ⽇（水） センサー・通信・ＩｏＴを知ろう［講義］ 

  

 
 

北陸技術交流テクノフェア 2020 on the Web 展示会報告 

開 催 日︓ 2020 年 11 ⽉１⽇（⽇）〜 12 ⽉ 25 ⽇（⾦） 

開催場所︓ オンライン展示      

主  催︓ 技術交流テクノフェア実⾏委員会 

内  容︓ 今回は、北陸経済連合会と共同出展しました。 

当財団からは、「Ｒ＆Ｄ推進・研究助成事業」の成果として、現場で⾦

属イオンや⼤腸菌・ウイルスなどを短時間で⾼感度に検出できる健康・

環境保全⽀援デバイス(BioSeeds 株式会社の DEPSOR [小型電気化学

測定器])を紹介しました。 

 

 
 
 
 

 
⾼感度⾦属・微⽣物検出装置︓

“DEPSOR シリーズ” 

 

 
産業技術総合研究所 イノベーションシーズ講演会 
 （産総研⽯川サイト開所４周年記念講演会）   開催報告 

北陸地域産業の⾼度化や新産業の創出を目指して、平成 12 年から産業技術総

合研究所中部センターと協同で同研究所の技術シーズを紹介しており、今回が

26 回目の開催となりました。また、オンラインも併用したことで、多くの参加

をいただきました。 

開 催 日 ︓ 2020 年 11 ⽉ 6 ⽇（⾦）   

開催場所 ︓ ANA クラウンプラザホテル⾦沢 3 階「瑞雲の間」（⾦沢市昭和町 16-3）  

（Matching HUB Kanazawa 2020 内にて開催）※オンライン同時開催 

主    催 ︓ 国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所中部センター・⼀般財団法⼈北陸産業活性化センター 

後  援 ︓ 北陸経済連合会  

参加人数 ︓ 92 名（会場 38 名、オンライン 54 名） 

プログラム︓  

【講演１】『サイバーフィジカルシステムに基づく、⽣産現場における⼈・機械協調技術』 

               国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所 情報・⼈間工学領域  

                インダストリアルＣＰＳ研究センター  研究センター⻑ 谷川 ⺠⽣ 氏 

【講演２】『⼿取川扇状地の地下水をエネルギー利用︕︖ 〜地中熱システムに適した⾦沢の地下環境〜』 

             国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所  エネルギー・環境領域  

                再⽣可能エネルギー研究センター  地中熱チーム 研究チーム⻑  内田 洋平 氏  

 

 
 

 
 

Matching  HUB Kanazawa 2020（後援） 展示会報告 

開 催 日︓ 2020 年 11 ⽉ 6 ⽇（⾦）      

開催場所︓  ANA クラウンプラザホテル⾦沢 3 階（⾦沢市昭和町 16-3）  

主  催︓ 北陸先端科学技術⼤学院⼤学 産学官連携本部  

内  容︓ 当財団の「北陸ライフサイエンスクラスター形成事業」の⼀環として 

抗炎症・抗アレルギー・抗ウイルス作用に加え、認知症への有用性も 

示唆されている甘草（カンゾウ）と、加齢に伴う諸症状に有用とされ 

ている食品成分を組合せた新規サプリメントについて、研究・開発か 

ら臨床試験・販売に⾄るマッチングを⾏った成果を紹介しました。 
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北陸ライフサイエンスクラスター推進協議会 開催報告 

平成２５年〜２９年度に実施した⽂部科学省の補助事業「北陸ライフサイエンスクラスター」のフォローとして開

催しました。今回を持って、推進協議会は終了し、今後は北陸三県連携の場として北陸ヘルスケア産業推進連絡会

を設置し、各県事業の情報交換、国プロジェクト申請等を実施する予定です。 

開 催 日︓ 2021 年 3 ⽉ 11 ⽇（木） 

開催場所 ︓ ホテル⾦沢 ダイヤモンド B（⾦沢市堀川新町 1-1） ※オンライン同時開催 

参 加 者︓ 27 名（会場 8 名、オンライン 19 名） 

プログラム︓    

【挨拶】北陸ライフサイエンスクラスター推進協議会  会⻑  久和  進 

【2020 年度の活動報告】 北陸産業活性化センター 

【先進事例講演】 

   論題 「鶴岡の奇跡 〜メタボロミクスのヘルスケア事業への応用〜」 

       ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社  最⾼顧問 菅野 隆二 氏 

【各県からの取組み事例報告】 ・富山県 商工労働部・石川県 商工労働部・福井県 産業労働部  

【ヘルスケア分野における今後の 3 県連携の枠組みについて】 北陸産業活性化センター 

【意⾒交換】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他のお知らせ 

2021 年 4 ⽉以降の主な⾏事予定 

当財団の事業内容や最新情報を Web サイト（http://www.hiac.or.jp）でご紹介しております。 
各種講演会やセミナーなどもご案内しております。ぜひご覧ください。 

⾏事名 開催⽇ 開催場所 

新事業創出助成(公募) 4 ⽉  

デジタル⼈材育成セミナー 2021 
   [共催︓北陸経済連合会] 4 ⽉ 23 ⽇(⾦) 

ANA クラウンプラザ
ホテル⾦沢・ 
オンライン同時開催 

監事監査 5 ⽉下旬 未定 

新事業創出助成(審査、契約) 5 ⽉〜6 ⽉  

第 31 回理事会 6 ⽉上旬 未定 

第 27 回評議員会 6 ⽉下旬 未定 
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■繊維下請けメーカーからの脱却 
当社は社名にあるように、絹の精練に始まり、繊維の委

託加工を請け負ってきましたが、このままでは、激しい世
界との競争の中で生き残れないと自ら企画・開発・販売す
るビジネスモデルへ、繊維で培った技術を活かし非⾐料へ
展開しました。特にカーシート、エアバッグなどの⾞輌資
材が主⼒事業に成⻑、グローバル化にも取り組み、現在は
カーシート表皮材世界シェア№１となっています。 
■デジタル化を推進 

早くから情報処理技術に⼒を⼊れ、IT と⼀貫生産体制
を組み合わせた独自のデジタルプロダクションシステム
「Viscotecs®（ビスコテックス）」により、企画から製造
までの短納期化と、多品種・小ロット・在庫レス生産を実
現してきました。同システムによるパーソナルオーダーブ
ランド Viscotecs make your brand は、直接店頭に⾏か
なくても、モニターを⾒ながらバーチャルで試着し、柄や
型を 47 万通りの組み合わせの中から自由にカスタマイズ
し、自分だけのワンピースを製作することができます。 
この事業は新型コロナの影響で結果的に加速しました。 

■コロナ禍でも強い体質づくり 
早くから事業の多角化、体質改善に取り組み、効率的な

生産、時代にあったものづくりを推進してきたことで、新
型コロナの影響は受けましたが、⿊字の⾒込みです。また、
昨年は繊維とケミカル分野で培った技術で、快適性と抗ウ
イルスを両⽴したマスク「BYERUS」を販売し、好評をい

ただいています(表紙)。また、「福井を元気にプロジェク
ト」にも参画し、新型コロナの感染予防にも取り組んでい
ます。 
■新技術の展開 

非⾐料としては、⾞輌資材以外に建築⼟⽊資材分野や、
メディカル分野、エレクトロ分野へも展開しています。 

住宅外壁の下地用透湿防水シートには、スポーツウェア
の技術が応用されています。また、鉄道や⾼速道路のり面
の防草用シートも拡大している商材です。メディカル分野
では、絆創膏や発布材の基材や繊維ならではの伸縮性や親
水性を活かした⼈工血管基材も作っています。 

繭に含まれる希少なたんぱく質を独自製法で抽出・精製
した「ピュアセリシン™」は、化粧品の主成分として、 
また、細胞培養用の添加剤や試料にも使われています。 

エレクトロニクスの分野では、繊維と⾦属の複合体
「METAFLEX」の用途が拡大しています。導電性を持ち
つつ、剥離や破断による断線がなく、柔軟性や耐久性もあ
ります。 

 

 

 

 

 

次世代フレキシブル導電素材「METAFLEX」 

クリーンルーム用の制電防塵素材を応用し、ロケットフ
ェアリング内部の防音ブランケットを開発。格納された 
衛星を打ち上げ時の轟音振動から保護し、JAXA ロケット
「イプシロン」や「H-IIB ロケット」に採用されています。   
また、ビスコテックスの内製化で確⽴した機械・電機・ 
ソフトウェアなどの技術そのものが、衛星製造などの宇宙
分野にも役に⽴っています。 

これからも⻑年培った技術⼒をもとに、多彩な領域で事
業を展開してまいります。⽤ 

賛助会員ズームアップ 

取締役 常務執⾏役員 

山田 英幸 様 

セーレン株式会社 

創 業   1889 年（ 明治 22 年） 
所在地   福井県福井市毛矢 1 丁目 10-1 
従業員   1,612 名（2020 年 3 月末） 
ホームページ  https://www.seiren.com/ 

事業内容 総合繊維業 
各種繊維品の染色加工、各種繊維製品の企画製造販売、 
各種化学工業品の製造販売、各種産業機器の製造販売、 
電子部品の企画製造販売 

  

 
 
 
 
 
 
 

 

バーチャル試着可能なパーソナルオーダーシステム 

繊維加工で培った技術を身の回りの生活資材から宇宙まで幅広く展開するセーレンさんにお話を伺います。 


